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実験 1では、音場の室容積が 60 m3〜400 m3、かつ後期残響音が存在しない条件下で、音楽聴取の明瞭さに最適とされる
初期反射音レベルの調整を被験者に求めた。聴取音源として、スピーカー聴取を想定したステレオ市販音源、および演奏音




















実験 3 では、実験 2 から得られた市販音源の聴取における複数の明瞭さの評価要因について、音場の物理量との対応を調













1970 年代から 1980 年頃の空間音響研究においては、音を聞いたときに感じられる音像の空間的な広がりに関する性質は
「拡がり感(spatialimpression)」などと呼ばれていた。1990 年前後の研究で拡がり感は「見かけの音源の幅(apparent 
source width)」と「音に包まれた感じ(1istener envelopment)」 に分けて感じ得ることが明らかにされた。さらに最近で
は、後者の音に包まれた感じについて、さらに「楽器音による音に包まれた感じ」と「部屋の響きによる音に包まれた感じ」
の二つに区別できるとの報告もある。このように、録音技術の向上や試聴環境の変化によって、大まかな聴感印象と考えら
れていたものが、 個別の聴感印象の複合体であったことが徐々に明らかになりつつある。 
本研究は、録音調整室やリスニングルームなど比較的狭小な室内における空間の聴感印象のうち「明瞭さ」に着目し、そ
れらが複数の感覚から成っていることならびに各感覚が音のどのような要素に影響を受けているのかを、複数回の聴取実験
の結果をもとに明らかにしたものである。具体的な成果には、 (1)音楽聴取時に感じる音響的な明瞭さには「音色の明瞭さ」
と「空間の明瞭さ」があり、(2)音源と着目する明瞭さの組み合わせに応じて最適な初期反射音レベルが異なり、さらに、
(3)それぞれの明瞭さと音響的要因（室容積、初期反射音の到来方向の偏り、両耳間相互相関係数）との関係を調査し一定
の仮説を得たこと、が含まれる。また、申請者は、二つの明瞭さ向上のための適切な初期反射音のレベルならびに到来方向
の偏りについての提案を本論文の結論として報告した。 
学位論文審査会においては、実験において空間音響シミュレーションを用いていたために実際の室への適用可能性が未知
であること、結論で提案された最適値については明瞭さに対する価値親の多様性によって適用範囲が限られると考えられる
こと、室内の反射音の明瞭さと実験素材である楽音の明瞭さの影響が交絡している可能性などが指摘された。しかし、これ
まで音楽のための空間音響研究の中心となっていたのはコンサートホールのように大きな空間であり、音楽聴取を目的とす
る小さな音場の理想的な音器空間についての研究はわずかであった。先行例の少ない分野に果敢に挑み新たな知見が得られ
たことを評価したうえで、研究の新規性・有効性の観点から総合的に判断し、審査会の全会一致によって博士号に十分な成
果であると認めた。 
